
石油備蓄の現況

平成２５年８月

石油精製備蓄課

１．我が国の現行石油備蓄制度は、国家備蓄と、「石油の備蓄の確保等に関する

法律」に基づく民間備蓄の二本立てとなっている。

２．平成２５年６月末現在の我が国の石油備蓄は、

【備蓄日数】 【製品換算】 【保有量】

国家備蓄 １０３日分 ４，６９５万ｋｌ 原油 ４，８９４万ｋｌ

（８４日分（ＩＥＡ基準）） (≒３．０億バレル) (≒３．１億バレル）

製品 ４６万ｋｌ

(≒０．０２９億バレル）

民間備蓄 ８２日分 ３，７４２万ｋｌ 原油 １，９９５万ｋｌ

（６９日分（ＩＥＡ基準）） (≒２．４億バレル) (≒１．３億バレル）

製品 １，８４７万ｋｌ

(≒１．２億バレル）

合 計 １８５日分 ８，４３７万ｋｌ 合計 ８，７８１万ｋｌ

（１５３日分（ＩＥＡ基準）） (≒５．３億バレル) (≒５．５億バレル）

(注)１．四捨五入のため内数と計は一致しないこともある。
２．【備蓄日数】は石油備蓄法に基づき、国内の石油消費量をもと

に計算したもの。
また、当該【備蓄日数】とともにＩＥＡ基準で試算した備蓄日
数（石油ガスを含む。）を参考値（暫定値）として記載してい
る。

３．国家備蓄は、昭和53年度から開始し、昭和63年度に原油3,000万ｋｌに達し

た。さらに、昭和62年11月の総合エネルギー調査会石油審議会石油備蓄小委員

会報告を踏まえて備蓄増強を進め、平成10年2月に原油5,000万ｋｌを達成した。

４．民間備蓄は、昭和50年度に石油備蓄法を制定（平成13年に「石油の備蓄の確
保等に関する法律」に改正）し、石油精製業者、石油販売業者及び石油輸入業
者に備蓄を義務づけており、備蓄義務量は平成5年度以降70日分となっている。



苫小牧東部
543万kl

むつ小川原
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昭和シェル・新潟東港
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福井
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出光興産・徳山
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西部石油・山口
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ＪＸ・ 喜入
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串木野
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上五島
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（出典）資源エネルギー庁作成

※上記地図は、国家備蓄原油の蔵置場所について記載し

たものである。

民間借上タンク 計：1,499万kl

平成25年6月末現在

北海道共備
306万kl

出光興産・愛知
44万kl

保有量：4,893万kl（原油）46万kl（製品）

新潟共備
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国家備蓄基地 計：3,395万kl
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